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 動
脈
硬
化
は
自
覚
症
状
が

な
い
た
め
、
放
置
し
て
お
く

と
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
な
ど

を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。 

脳
梗
塞
の
症
状 

急
に
半
身
の
手
足
に
力
が

入
ら
な
く
な
る
な
ど
の
麻
痺

や
話
し
に
く
さ
な
ど
の
症
状

が
み
ら
れ
ま
す
。 

心
筋
梗
塞
の
症
状 

突
然
、
前
胸
部
に
３
０
分

以
上
続
く
強
い
痛
み
や
締
め

つ
け
感
、
圧
迫
感
が
起
こ
り

り
ま
す
。
最
も
高
い
人
で
は

１
０
年
以
内
に
４
人
に
１

人
以
上
の
人
が
冠
動
脈
疾

患
を
発
症
し
て
し
ま
う
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。 

 

た
だ
し
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ—

コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
や
血
圧
を
下

げ
た
り
、
禁
煙
を
行
う
な
ど

①
～
⑧
の
危
険
因
子
の
改

善
を
図
れ
ば
、
冠
動
脈
疾
患

発
症
率
も
軽
減
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。 

 

例
え
ば
、
１
０
年
以
内
の

発
症
率
１
４
％
の
人
が
禁

煙
を
行
え
ば
、
マ
イ
ナ
ス
５

点
に
な
り
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

上
の
発
症
率
を
９
％
ま
で

軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

 

持
病
や
年
齢
、
生
活
習
慣

な
ど
に
よ
っ
て
動
脈
硬
化

性
疾
患
の
発
症
リ
ス
ク
が

異
な
る
た
め
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ—

コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
管
理
目
標

値
も
一
人
ひ
と
り
異
な
り

ま
す
。
冷
や
汗
や
吐
き
気
を

伴
い
ま
す
。 

Ｌ
Ｄ
Ｌ—

Ｃ
（
悪
玉
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
）
が
血
管
の
壁
の

間
に
潜
り
込
ん
で
血
管
が
狭

く
な
っ
て
血
液
が
流
れ
に
く

く
な
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
動

脈
硬
化
が
原
因
で
す
。 

Ｌ
Ｄ
Ｌ—

Ｃ
（
悪
玉
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
）
が
高
く
な
る
に

つ
れ
て
心
筋
梗
塞
の
発
症
リ

ス
ク
は
上
が
り
ま
す
。 

Ｌ
Ｄ
Ｌ—

コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
１
４
０
mg/dl
以
上
で
高
Ｌ
Ｄ

Ｌ—

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症

と
診
断
さ
れ
ま
す
。 

Ｌ
Ｄ
Ｌ—

Ｃ
（
悪
玉
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
）
が
８
０
mg/dl
の
人

と
比
べ
て
１
４
０
mg/dl
以
上
の

人
で
は
心
筋
梗
塞
の
発
症
リ

ス
ク
が
４
倍
に
増
え
ま
す
。 

吹田スコアによる冠動脈疾患発症予測モデル そ
の
た
め
、
ご
自
身
の
値

を
把
握
し
、
個
々
の
リ
ス
ク

に
応
じ
て
下
げ
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。 

動
脈
硬
化
性
疾
患
予
防
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
チ
ャ
ー
ト
を

使
っ
て
、
ご
自
身
の
管
理
目

標
値
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。 

危
険
因
子
①
～
⑧
の
点

数
を
合
算
し
ま
す
。 

合
計
得
点
が
５
６
点
以
上

で
高
リ
ス
ク
と
な
り
ま
す
。

高
リ
ス
ク
で
は
１
０
年
以

内
の
冠
動
脈
疾
患
の
発
症

率
は
９
％
～
最
も
高
い
人

で
は
２
８
％
以
上
に
も
な

ま
す
。
ご
自
身
の
管
理
目
標

値
を
ご
存
じ
で
な
い
方
は
、

先
生
に
相
談
し
て
目
標
値

を
確
認
す
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。 

 

最
後
に
、
脂
質
異
常
症

は
、
動
脈
硬
化
の
最
大
の
危

険
因
子
で
す
。
放
置
す
る
と

脳
梗
塞
や
心
臓
病
の
危
険

が
高
く
な
り
ま
す
。
健
診
な

ど
で
Ｌ
Ｄ
Ｌ—

コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
が
高
い
と
言
わ
れ
た

ら
、
先
生
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。 

 

食
事
・
運
動
療
法
や
薬
物

療
法
を
続
け
な
が
ら
、
Ｌ
Ｄ

Ｌ—

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
低

く
維
持
す
る
生
活
習
慣
を

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。 


